
殿

学長

１ 開設者の住所及び氏名

（注）

２ 名称

３ 所在の場所

４ 診療科名

4－1 標榜する診療科名の区分

○ 1

（注）

4-2 標榜している診療科名

（1）内科

○

（注）

７内分泌内科 ８代謝内科

11リウマチ科10アレルギー疾患内科またはアレルギー科

1 「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2 「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場合、
その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

厚生労働大臣 開設者名 国立大学法人徳島大学

標記について、医療法（昭和23年法律第205号）第12条の3第1項及び医療法施行規則（昭和23年厚生省令第
50号）第9条の2の2の第1項の規定に基づき、令和３年度の業務に関して報告します。

開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には法人の名称を記入す
ること。

住所

氏名

〒７７０－８５０１ 徳島県徳島市新蔵町２丁目２４番地

国立大学法人徳島大学

徳島大学病院

医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜

2消化器内科 ３循環器内科

徳島大学病院の業務に関する報告について

〒７７０－８５０３ 徳島県徳島市蔵本町２丁目５０番地の１

電話 （０８８）６３１－３１１１

6血液内科

上記のいずれかを選択し○を付けること。

４腎臓内科

５神経内科

９感染症内科

診療実績

内科 有

医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、がん、循環
器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標
榜

2

内科と組み合わせた診療科名等

１呼吸器内科

徳 大 院 総 第 149 号

令 和 4 年 10 月 4 日

河 村 保 彦

（様式第10）



（2）外科

○ ○

（注）

（３）その他の標榜していることが求められる診療科名

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

（注）

（４）歯科

○ ○ ○

（注）

（５）（１）～（４）以外でその他に標榜している診療科名

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

21 22 23 24 25

（注）

５ 病床数

形成外科 病理診断科 リハビリテーション科 脳神経内科

1 「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2 「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜している診療科名とし
て「歯科」を含まない病院については記入すること。

９婦人科 10眼科

歯科 有

歯科と組み合わせた診療科名

１小児歯科 2矯正歯科
３歯科口腔外
科

15麻酔科 16救急科13放射線診断科 14放射線治療科

５皮膚科 ６泌尿器科 ７産婦人科 ８産科

歯科の診療体制

標榜している診療科名について記入すること。

精神 感染症 結核 療養

３乳腺外科

外科 有

外科と組み合わせた診療科名

１呼吸器外科 ４心臓外科

（単位：床）

５血管外科 6心臓血管外科 ７内分泌外科 ８小児外科

11耳鼻咽喉科 12放射線科

診療実績

１精神科 2小児科 ３整形外科 ４脳神経外科

一般 合計

標榜している診療科名に〇印を付けること。

1 「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2 「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外科」「血管外科」「心臓血管外
科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科がある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記
載すること（「心臓血管外科」を標榜している場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差
し支えないこと）。

2消化器外科

41床 8床 0床 0床 643床 692床



６ 医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数

常勤 非常勤 合計 員数 員数

259 185 392.6 74 0

82 83 135.2 16 57

49 0 49 7 0

0 0 0 8 0

37 2 38.8 0 0

683 39 715.7 20 14

0 0 0 0 53

10 5 14.5 8 145

11 2 12.5 43 5

（注）

７ 専門の医師数

（注）

８ 管理者の医療に係る安全管理の業務の経験

平成 31 年 4 月 1 日

９ 前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数

歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

人 人 人

人 人 人

剤

人

薬剤師

保健師

臨床
検査

職種

看護補助者

理学療法士

作業療法士

視能訓練士

栄養士

歯科技工士

診療放射線技師

准看護師

1 報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2 栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。
3 「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者
の員数の合計を小数点以下2位を切り捨て、小数点以下1位まで算出して記入すること。それ以外の欄には、それぞ
れの員数の単純合計員数を記入すること。

職種

診療エックス線技師

臨床検査技師

衛生検査技師

その他

その他の技術員

事務職員

その他の職員

歯科衛生士

管理栄養士

臨床工学士

あん摩マッサージ指圧師義肢装具士助産師

看護師 医療社会事業従事者

職種

医師

歯科医師

麻酔科専門医

眼科専門医

専門医名 人数（人） 専門医名 人数（人）

総合内科専門医

外科専門医

精神科専門医

小児科専門医

救急科専門医産婦人科専門医 15

合計

11

11

11

16

17

14

5

270

耳鼻咽喉科専門医

皮膚科専門医

泌尿器科専門医

91

37

10

18

5

9

放射線科専門医

脳神経外科専門医

整形外科専門医

1 報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2 人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の員
数の合計を小数点以下1位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

管理者名 （ 香美 祥二 ） 任命年月日

リスクマネジメント委員会委員長

歯科等以外 歯科等 合計

527

1,942

入院 477.7剤、外来 46.5剤

141

１日当たり平均入院患者数

１日当たり平均外来患者数

１日当たり平均調剤数

必要医師数

516

1,530

11

412



人

人

人

（注）

10 施設の構造設備

11 床 有

有

㎡ 有

㎡ 床

台

㎡

72 ㎡ （主な設備）

259 ㎡ （主な設備）

357 ㎡ （主な設備）

161 ㎡ （主な設備）

257 ㎡ （主な設備）

982 ㎡ 室数 室 人

75 ㎡ 室数 室 冊程度

（注）

11 紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

％ ％

人

人

人

人

（注） 1 「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
2 「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
3 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。

22

18

328

1 「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯科等以外」欄にはそれ
以外の診療料を受診した患者数を記入すること。
2 入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の24時現在の在院患者数の合計)を暦日で除した数を記
入すること。
3 外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除した数を記入す
ること。
4 調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数を記入するこ
と。
5 必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法施行規則第二十二条
の二の算定式に基づき算出すること。

必要（准）看護師数

必要歯科医師数

必要薬剤師数

施設名 床面積 主要構造 設備概要

病床数 心電計

集中治療室
225.5

鉄筋コンクリート 人工呼吸装置

その他の救急蘇生装置

心細動除去装置

ペースメーカー

有

有

病理検査室

病理解剖室

研究室

講義室

［固定式の場合］

［移動式の場合］

［専用室の場合］

［共用室の場合］

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

床面積

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

D：初診の患者の数

63

自動分注装置、生化学分析装置

微生物薬剤感受性分析装置、抗酸菌培養装置、細菌検
査装置

床面積

共用する室名

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

1

収容定員

蔵書数

630

4,000図書室

無菌病室等
台数

医薬品情報
管理室

化学検査室

細菌検査室

病床数 28495

算出
根拠

自動免疫染色装置、SL医用写真撮影装置

解剖台、スケール付ストレッチャー

マルチスライスCT、四肢用MRI、回診用X線装置

1 主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。
2 主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。

紹介率 80.6 逆紹介率 58.9

28

16,493

12,412

476

21,053

B：他の病院又は診療所に紹介した患者の数

A：紹介患者の数

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数



12 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）

○ 無

無

無

（注）

13 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況

委員名簿の公表の有無

委員の選定理由の公表の有無

公表の方法

徳島大学、徳島大学病院のホームページにて公表

有

有

「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。
1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者
2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）
3. その他

白川 剛
白川剛法律事務所・弁
護士

法律に関する識見を有
するため

1

上田 伊佐子
徳島文理大学保健福祉
学部・教授

医療安全管理について
の知識を有し、医療等
の内容及び説明並びに
同意文書が一般的に理
解できる内容であるか
等、医療を受ける者の
立場から意見を述べる
ことができる者（学識経
験を有する者）

2

利害
関係

委員の要件
該当状況

三宅 秀則 徳島市民病院・病院長
医療に係る安全管理に
関する識見を有するた
め

1

氏名 所属 委員長
（○を付す）

選定理由



1 承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

5

1

5

(注） 1 「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2 「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先 進 医 療 の 種 類

流産検体を用いた染色体検査【令和4年4月1日削除】

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

（様式第2）



2 承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

0

0

31

0

4

31

(注) 1 「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2 「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先 進 医 療 の 種 類

FOLFIRINOX療法【令和3年10月22日削除】

Ｓ－１内服投与並びにパクリタキセル静脈内及び腹腔内投与の併用療法

マルチプレックス遺伝子パネル検査 進行再発固形がん(治療法が存在しないもの又は従来の治療法が
終了しているもの若しくは従来の治療法が終了予定のものに限る。)

アスピリン経口投与療法 家族性大腸腺腫症【令和4年8月1日受理】

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

（様式第2）



3 その他の高度の医療

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

該当なし

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

その他の高度医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人） 0

高度の医療の提供の実績

（注） 1 当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2 医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

（様式第2）



疾 患 名 患者数 疾 患 名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 16 56 ベーチェット病 47
2 筋萎縮性側索硬化症 121 57 特発性拡張型心筋症 55
3 脊髄性筋萎縮症 1 58 肥大型心筋症 23
4 原発性側索硬化症 1 59 拘束型心筋症 0
5 進行性核上性麻痺 53 60 再生不良性貧血 20
6 パーキンソン病 313 61 自己免疫性溶血性貧血 6
7 大脳皮質基底核変性症 30 62 発作性夜間ヘモグロビン尿症 0
8 ハンチントン病 2 63 特発性血小板減少性紫斑病 27
9 神経有棘赤血球症 1 64 血栓性血小板減少性紫斑病 0
10 シャルコー・マリー・トゥース病 12 65 原発性免疫不全症候群 11
11 重症筋無力症 141 66 IgＡ 腎症 52
12 先天性筋無力症候群 0 67 多発性嚢胞腎 46
13 多発性硬化症／視神経脊髄炎 99 68 黄色靱帯骨化症 72

14
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運

動ニューロパチー
60 69 後縦靱帯骨化症 153

15 封入体筋炎 10 70 広範脊柱管狭窄症 16
16 クロウ・深瀬症候群 4 71 特発性大腿骨頭壊死症 51
17 多系統萎縮症 59 72 下垂体性ADH分泌異常症 18
18 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 89 73 下垂体性TSH分泌亢進症 1
19 ライソゾーム病 4 74 下垂体性PRL分泌亢進症 8
20 副腎白質ジストロフィー 0 75 クッシング病 10
21 ミトコンドリア病 4 76 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 0
22 もやもや病 61 77 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 26
23 プリオン病 10 78 下垂体前葉機能低下症 73
24 亜急性硬化性全脳炎 0 79 家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 1
25 進行性多巣性白質脳症 1 80 甲状腺ホルモン不応症 0
26 HTLV-1関連脊髄症 6 81 先天性副腎皮質酵素欠損症 2
27 特発性基底核石灰化症 0 82 先天性副腎低形成症 0
28 全身性アミロイドーシス 40 83 アジソン病 0
29 ウルリッヒ病 0 84 サルコイドーシス 94
30 遠位型ミオパチー 0 85 特発性間質性肺炎 104
31 ベスレムミオパチー 0 86 肺動脈性肺高血圧症 20
32 自己貪食空胞性ミオパチー 0 87 肺静脈閉塞症／肺毛細血管腫症 1
33 シュワルツ・ヤンペル症候群 0 88 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 7
34 神経線維腫症 31 89 リンパ脈管筋腫症 3
35 天疱瘡 24 90 網膜色素変性症 23
36 表皮水疱症 2 91 バッド・キアリ症候群 3
37 膿疱性乾癬（汎発型） 16 92 特発性門脈圧亢進症 3
38 スティーヴンス・ジョンソン症候群 5 93 原発性胆汁性肝硬変 30
39 中毒性表皮壊死症 0 94 原発性硬化性胆管炎 5
40 高安動脈炎 13 95 自己免疫性肝炎 13
41 巨細胞性動脈炎 4 96 クローン病 103
42 結節性多発動脈炎 6 97 潰瘍性大腸炎 188
43 顕微鏡的多発血管炎 23 98 好酸球性消化管疾患 2
44 多発血管炎性肉芽腫症 18 99 慢性特発性偽性腸閉塞症 0
45 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 15 100 巨大膀胱短小結腸腸管蠕動不全症 0
46 悪性関節リウマチ 11 101 腸管神経節細胞僅少症 0
47 バージャー病 7 102 ルビンシュタイン・テイビ症候群 0
48 原発性抗リン脂質抗体症候群 2 103 CFC症候群 0
49 全身性エリテマトーデス 230 104 コステロ症候群 0
50 皮膚筋炎／多発性筋炎 112 105 チャージ症候群 0
51 全身性強皮症 91 106 クリオピリン関連周期熱症候群 0

52 混合性結合組織病 43 107 若年性特発性関節炎
旧病名（全身型若年性特発性関節炎）

4

53 シェーグレン症候群 72 108 TNF受容体関連周期性症候群 0
54 成人スチル病 10 109 非典型溶血性尿毒症症候群 1
55 再発性多発軟骨炎 3 110 ブラウ症候群 0

4 指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）



疾 患 名 患者数 疾 患 名 患者数
111 先天性ミオパチー 0 166 弾性線維性仮性黄色腫 1
112 マリネスコ・シェーグレン症候群 0 167 マルファン症候群 0
113 筋ジストロフィー 18 168 エーラス・ダンロス症候群 0
114 非ジストロフィー性ミオトニー症候群 0 169 メンケス病 0
115 遺伝性周期性四肢麻痺 0 170 オクシピタル・ホーン症候群 0
116 アトピー性脊髄炎 0 171 ウィルソン病 2
117 脊髄空洞症 2 172 低ホスファターゼ症 0
118 脊髄髄膜瘤 0 173 VATER症候群 0
119 アイザックス症候群 0 174 那須・ハコラ病 0
120 遺伝性ジストニア 1 175 ウィーバー症候群 0
121 神経フェリチン症 0 176 コフィン・ローリー症候群 0

122 脳表ヘモジデリン沈着症 0 177 ジュベール症候群関連疾患
旧病名（有馬症候群）

0

123
禿頭と変形性脊椎症を伴う常染色体劣性

白質脳症
0 178 モワット・ウィルソン症候群 0

124
皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体優

性脳動脈症
0 179 ウィリアムズ症候群 0

125
神経軸索スフェロイド形成を伴う遺伝性び

まん性白質脳症
0 180 ＡＴＲ－Ｘ症候群 0

126 ペリー症候群 0 181 クルーゾン症候群 1
127 前頭側頭葉変性症 8 182 アペール症候群 0
128 ビッカースタッフ脳幹脳炎 0 183 ファイファー症候群 0
129 痙攣重積型（二相性）急性脳症 0 184 アントレー・ビクスラー症候群 0
130 先天性無痛無汗症 1 185 コフィン・シリス症候群 0
131 アレキサンダー病 0 186 ロスムンド・トムソン症候群 0
132 先天性核上性球麻痺 0 187 歌舞伎症候群 0
133 メビウス症候群 0 188 多脾症候群 0
134 中隔視神経形成異常症/ドモルシア症候群 0 189 無脾症候群 0
135 アイカルディ症候群 0 190 鰓耳腎症候群 0
136 片側巨脳症 0 191 ウェルナー症候群 2
137 限局性皮質異形成 2 192 コケイン症候群 0
138 神経細胞移動異常症 1 193 プラダー・ウィリ症候群 1
139 先天性大脳白質形成不全症 0 194 ソトス症候群 0
140 ドラベ症候群 0 195 ヌーナン症候群 0
141 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 1 196 ヤング・シンプソン症候群 0
142 ミオクロニー欠神てんかん 0 197 １p36欠失症候群 0
143 ミオクロニー脱力発作を伴うてんかん 0 198 ４p欠失症候群 0
144 レノックス・ガストー症候群 2 199 ５p欠失症候群 0
145 ウエスト症候群 0 200 第14番染色体父親性ダイソミー症候群 0
146 大田原症候群 0 201 アンジェルマン症候群 0
147 早期ミオクロニー脳症 1 202 スミス・マギニス症候群 0
148 遊走性焦点発作を伴う乳児てんかん 0 203 22q11.2欠失症候群 0
149 片側痙攣・片麻痺・てんかん症候群 0 204 エマヌエル症候群 0
150 環状20番染色体症候群 1 205 脆弱Ｘ症候群関連疾患 0
151 ラスムッセン脳炎 0 206 脆弱X症候群 0
152 ＰＣＤＨ19関連症候群 0 207 総動脈幹遺残症 0
153 難治頻回部分発作重積型急性脳炎 1 208 修正大血管転位症 0

154
徐波睡眠期持続性棘徐波を示すてんかん

性脳症
0 209 完全大血管転位症 0

155 ランドウ・クレフナー症候群 0 210 単心室症 2
156 レット症候群 0 211 左心低形成症候群 0
157 スタージ・ウェーバー症候群 0 212 三尖弁閉鎖症 0
158 結節性硬化症 1 213 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 0
159 色素性乾皮症 0 214 心室中隔欠損を伴う肺動脈閉鎖症 0
160 先天性魚鱗癬 1 215 ファロー四徴症 4
161 家族性良性慢性天疱瘡 0 216 両大血管右室起始症 2
162 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 22 217 エプスタイン病 1
163 特発性後天性全身性無汗症 8 218 アルポート症候群 0
164 眼皮膚白皮症 0 219 ギャロウェイ・モワト症候群 0
165 肥厚性皮膚骨膜症 0 220 急速進行性糸球体腎炎 14

高度の医療の提供の実績

4 指定難病についての診療

（様式第2）



疾 患 名 患者数 疾 患 名 患者数
221 抗糸球体基底膜腎炎 0 276 軟骨無形成症 1
222 一次性ネフローゼ症候群 68 277 リンパ管腫症/ゴーハム病 0
223 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 1 278 巨大リンパ管奇形（頚部顔面病変） 0

224 紫斑病性腎炎 6 279
巨大静脈奇形（頚部口腔咽頭びまん性病

変）
0

225 先天性腎性尿崩症 0 280 巨大動静脈奇形（頚部顔面又は四肢病変） 0
226 間質性膀胱炎（ハンナ型） 7 281 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 0
227 オスラー病 6 282 先天性赤血球形成異常性貧血 0
228 閉塞性細気管支炎 0 283 後天性赤芽球癆 0
229 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 0 284 ダイアモンド・ブラックファン貧血 0
230 肺胞低換気症候群 1 285 ファンコニ貧血 0
231 α1－アンチトリプシン欠乏症 0 286 遺伝性鉄芽球性貧血 0
232 カーニー複合 0 287 エプスタイン症候群 0
233 ウォルフラム症候群 0 288 自己免疫性後天性凝固因子欠乏症 0

234
ペルオキシソーム病（副腎白質ジストロ

フィーを除く。）
0 289 クロンカイト・カナダ症候群 2

235 副甲状腺機能低下症 0 290 非特異性多発性小腸潰瘍症 0
236 偽性副甲状腺機能低下症 0 291 ヒルシュスプルング病（全結腸型又は小腸 0
237 副腎皮質刺激ホルモン不応症 0 292 総排泄腔外反症 0
238 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 7 293 総排泄腔遺残 0
239 ビタミンＤ依存性くる病/骨軟化症 0 294 先天性横隔膜ヘルニア 0
240 フェニルケトン尿症 1 295 乳幼児肝巨大血管腫 0
241 高チロシン血症1型 0 296 胆道閉鎖症 2
242 高チロシン血症2型 0 297 アラジール症候群 0
243 高チロシン血症3型 1 298 遺伝性膵炎 0
244 メープルシロップ尿症 0 299 嚢胞性線維症 0
245 プロピオン酸血症 0 300 ＩｇＧ４関連疾患 8
246 メチルマロン酸血症 1 301 黄斑ジストロフィー 0
247 イソ吉草酸血症 0 302 レーベル遺伝性視神経症 1
248 グルコーストランスポーター1欠損症 0 303 アッシャー症候群 0
249 グルタル酸血症1型 0 304 若年発症型両側性感音難聴 0
250 グルタル酸血症2型 0 305 遅発性内リンパ水腫 1
251 尿素サイクル異常症 0 306 好酸球性副鼻腔炎 26
252 リジン尿性蛋白不耐症 0 307 カナバン病 0
253 先天性葉酸吸収不全 0 308 進行性白質脳症 0
254 ポルフィリン症 0 309 進行性ミオクローヌスてんかん 0
255 複合カルボキシラーゼ欠損症 0 310 先天異常症候群 0
256 筋型糖原病 0 311 先天性三尖弁狭窄症 0
257 肝型糖原病 0 312 先天性僧帽弁狭窄症 0

258
ガラクトース－１－リン酸ウリジルトランス

フェラーゼ欠損症
0 313 先天性肺静脈狭窄症 0

259
レシチンコレステロールアシルトランスフェ

ラーゼ欠損症
0 314 左肺動脈右肺動脈起始症 0

260 シトステロール血症 0 315
ネイルパテラ症候群（爪膝蓋骨症候群）／Ｌ

ＭＸ１Ｂ関連腎症
0

261 タンジール病 0 316 カルニチン回路異常症 0
262 原発性高カイロミクロン血症 1 317 三頭酵素欠損症 0
263 脳腱黄色腫症 0 318 シトリン欠損症  0
264 無βリポタンパク血症 0 319 セピアプテリン還元酵素（ＳＲ）欠損症 0

265 脂肪萎縮症 0 320
先天性グリコシルホスファチジルイノシトー

ル（GPI）欠損症
0

266 家族性地中海熱 4 321 非ケトーシス型高グリシン血症 0
267 高ＩｇＤ症候群 0 322 β―ケトチオラーゼ欠損症   0
268 中條・西村症候群 0 323 芳香族L－アミノ酸脱炭酸酵素欠損症 0

269
化膿性無菌性関節炎・壊疽性膿皮症・アク

ネ症候群
0 324 メチルグルタコン酸尿症 0

270 慢性再発性多発性骨髄炎 0 325 遺伝性自己炎症疾患 0
271 強直性脊椎炎 10 326 大理石骨病 4

272 進行性骨化性線維異形成症 0 327
特発性血栓症（遺伝性血栓性素因によるも

のに限る。）
1

273 肋骨異常を伴う先天性側弯症 0 328 前眼部形成異常 0
274 骨形成不全症 0 329 無虹彩症 0

275 タナトフォリック骨異形成症 0 330 先天性気管狭窄症／先天性声門下狭窄症
旧病名（先天性気管狭窄症）

0

331 特発性多中心性キャッスルマン病 4
332 膠様滴状角膜ジストロフィー 0
333 ハッチンソン・ギルフォード症候群 0
334 脳クレアチン欠乏症候群 0
335 ネフロン癆 0

336
家族性低βリポタンパク血症１

（ホモ接合体）
0

337 ホモシスチン尿症 0
338 進行性家族性肝内胆汁うっ滞症 0

（注） 「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

疾患数 338
合計患者数（人） 3463人

高度の医療の提供の実績

4 指定難病についての診療

（様式第2）



5 届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療科）

・病棟薬剤業務実施加算１

・病棟薬剤業務実施加算2（ICU）

・データ提出加算

・認知症ケア加算

・せん妄ハイリスク患者ケア加算

・超急性期脳卒中加算 ・精神疾患診療体制加算

・診療録管理体制加算１ ・排尿自立支援加算

・医師事務作業補助体制加算2（30対1） ・地域歯科診療支援病院入院加算

・急性期看護補助体制加算（50対1）

・看護職員夜間配置加算

・新生児治療回復室入院医療管理料

・一類感染症患者入院医療管理料

・小児入院医療管理料２（プレイルーム加算）

・短期滞在手術等基本料１

・短期滞在手術等基本料２

・入院時食事療養／生活療養（Ⅰ）

・患者サポート体制充実加算

・褥瘡ハイリスク患者ケア加算

・ハイリスク妊娠管理加算

・ハイリスク分娩管理加算

・無菌治療室管理加算２

・緩和ケア診療加算

・感染対策向上加算

・後発医薬品使用体制加算2

高度の医療の提供の実績

施 設 基 準 の 種 類 施 設 基 準 の 種 類

・地域歯科診療支援病院歯科初診料

・歯科外来診療環境体制加算２

・歯科診療特別対応連携加算

・特定機能病院入院基本料 一般病棟（７対１入院基本料）

・特定機能病院入院基本料 精神病棟（10対１入院基本料）

・救急医療管理加算

・療養環境加算

・栄養サポートチーム加算（歯科医師連携加算）

・医療安全対策加算１（医療安全対策地域連携加算）

・入退院支援加算（入院時支援加算、総合機能評価加算）

・特定集中治療室管理料２（早期栄養介入管理加算）（早期
離床・リハビリテーション加算）

・ハイケアユニット入院医療管理料１（早期栄養介入管理加
算）（早期離床・リハビリテーション加算）

・脳卒中ケアユニット入院医療管理料（早期栄養介入管理
加算）

・精神科リエゾンチーム加算

・重症者等療養環境特別加算

・無菌治療室管理加算１

・総合周産期特定集中治療室管理料（母胎・胎児集中治療
室管理、新生児集中治療室管理）

・放射線治療病室管理加算

・精神科身体合併症管理加算

・摂食障害入院医療管理加算

（様式第2）



6 届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

・有床義歯咀嚼機能検査１のイ

・有床義歯咀嚼機能検査２のイ

・有床義歯咀嚼機能検査２のロ及び咬合圧検
査

・精密触覚機能検査

・睡眠時歯科筋電図検査

・骨髄微小残存病変量測定

・ＢＲＣＡ１／２遺伝子検査

・がんゲノムプロファイリング検査

・ウイルス・細菌核酸多項目同時検出

・検体検査管理加算（Ⅰ）

・検体検査管理加算（Ⅳ）

・国際標準検査管理加算・ハイリスク妊産婦連携指導料２

・薬剤管理指導料 ・遺伝カウンセリング加算

・医療機器安全管理料１ ・遺伝性腫瘍カウンセリング加算

・ニコチン依存症管理料 ・先天性代謝異常症検査

・がん治療連携計画策定料
・ＨＰＶ核酸検出及びＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノタイプ判

定）

・療養・就労両立支援指導料の注３に掲げる相談支援加算
・抗ＨＬＡ抗体（スクリーニング検査）及び抗ＨＬＡ抗体（抗体

特異性同定検査）

・外来排尿自立指導料

・ハイリスク妊産婦連携指導料１

・肝炎インターフェロン治療計画料

・移植後患者指導管理料（臓器移植後）

・外来緩和ケア管理料 ・有床義歯咀嚼機能検査１のロ及び咀嚼能力検査

・移植後患者指導管理料（造血幹細胞移植後）

・小児運動器疾患指導管理料

・糖尿病透析予防指導管理料（高度腎機能障害患者加算）

・婦人科特定疾患治療管理料

・外来放射線照射診療料

・腎代替療法指導管理料

・がん性疼痛緩和指導管理料 ・在宅腫瘍治療電場療法指導管理料

・がん患者指導管理料イ
・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動する持続血

糖測定器を用いる場合）及び皮下連続式グルコース測定

・がん患者指導管理料ハ ・遺伝学的検査

・がん患者指導管理料ロ
・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動しな

い持続血糖測定器を用いる場合）

・がん患者指導管理料ニ

・糖尿病合併症管理料
・歯科疾患在宅療養管理料の注４に掲げる在宅総合医療管

理加算及び在宅患者歯科治療時医療管理料

施 設 基 準 の 種 類 施 設 基 準 の 種 類

・歯科疾患管理料注11に掲げる総合医療管理加算及び歯
科治療時医療管理料

・医療機器安全管理料２

・心臓ペースメーカー指導管理料の注5に掲げる遠隔モニタ
リング加算

・医療機器安全管理料（歯科）

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



6 届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

・無菌製剤処理料

・胎児心エコー法 ・心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ）

・時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテ
スト

・脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）

・ヘッドアップティルト試験 ・運動器リハビリテーション料（Ⅰ）

・人工膵臓検査、人工膵臓療法 ・呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）

・長期継続頭蓋内脳波検査 ・がん患者リハビリテーション料

・長期脳波ビデオ同時記録検査１ ・歯科口腔リハビリテーション料２

・精神科作業療法

・単線維筋電図 ・認知療法・認知行動療法１

・神経学的検査 ・精神科ショート・ケア「小規模なもの」

・補聴器適合検査 ・精神科デイ・ケア「小規模なもの」

・全視野精密網膜電図

・ロービジョン検査判断料 ・医療保護入院等診療料

・小児食物アレルギー負荷検査 ・レーザー機器加算

・内服・点滴誘発試験 ・硬膜外自家血注入

・ＣＴ透視下気管支鏡検査加算 ・静脈圧迫処置（慢性静脈不全に対するもの）

・経気管支凍結生検法 ・エタノールの局所注入（甲状腺）

・画像診断管理加算１ ・エタノールの局所注入（副甲状腺）

・歯科画像診断管理加算１ ・人工腎臓

・冠動脈ＣＴ撮影加算 ・下肢末梢動脈疾患指導管理加算

・心臓ＭＲＩ撮影加算 ・手術用顕微鏡加算

・抗悪性腫瘍剤処方管理加算 ・う蝕歯無痛的窩洞形成加算

・外来化学療法加算１ ・ＣＡＤ／ＣＡＭ冠

高度の医療の提供の実績

施 設 基 準 の 種 類 施 設 基 準 の 種 類

・心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算

・脳波検査判断料１

・抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合失
調症治療指導管理料に限る。）

・ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影 ・導入期加算２及び腎代替療法実績加算

・ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影 ・透析液水質確保加算及び慢性維持透析濾過加算

（様式第2）



6 届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

・手術時歯根面レーザー応用加算

・歯科技工加算１及び２

・センチネルリンパ節加算

・後縦靱帯骨化症手術（前方進入によるもの）

・椎間板内酵素注入療法

・腫瘍脊椎骨全摘術

・原発性悪性脳腫瘍光線力学療法加算

・脳刺激装置植込術及び脳刺激装置交換術

・脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換
術

高度の医療の提供の実績

施 設 基 準 の 種 類 施 設 基 準 の 種 類

・乳がんセンチネルリンパ節加算２及びセンチネルリンパ節
生検（単独）

・乳腺悪性腫瘍手術（乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴わない
もの）及び乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴うもの））

・ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後）

・四肢・躯幹軟部悪性腫瘍手術及び骨悪性腫瘍手術の注に
掲げる処理骨再建加算

・胸腔鏡下拡大胸腺摘出術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

・組織拡張器による再建手術（乳房（再建手術）の場合に限
る。）

・胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

・骨移植術（軟骨移植術を含む。）（自家培養軟骨移植術に
限る。）

・胸腔鏡下良性縦隔腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（区域切除で内視鏡支援機器を
用いる場合）

・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（肺葉切除又は１肺葉を超えるも
ので内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

・食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）、内視鏡下
胃、十二指腸穿孔瘻孔閉鎖術、胃瘻閉鎖術（内視鏡によるも
の）、等

・経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの）

・胸腔鏡下弁形成術

・仙骨神経刺激装置植込術及び仙骨神経刺激装置交換術
（過活動膀胱）

・経カテーテル大動脈弁置換術

・上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）、下顎
骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）

・植込型除細動器移植術（経静脈リードを用いるもの又は皮
下植込型リードを用いるもの）、植込型除細動器交換術（その
他のもの）及び経静脈電極抜去術

・内視鏡下甲状腺部分切除、腺腫摘出術、内視鏡下バセド
ウ甲状腺全摘（亜全摘）術（両葉）、内視鏡下副甲状腺（上皮
小体）腺腫過形成手術

・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（経静脈
電極の場合）及び両室ペーシング機能付き植込型除細動器
交換術（経静脈電極の場合）

・内視鏡下甲状腺悪性腫瘍手術 ・大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）

・乳がんセンチネルリンパ節加算１及びセンチネルリンパ節
生検（併用）

・経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの）

・緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレートの
あるもの））

・胸腔鏡下弁置換術

・網膜再建術 ・経皮的中隔心筋焼灼術

・人工内耳植込術、植込型骨導補聴器移植術及び植込型
骨導補聴器交換術

・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術

・内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術）
・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術（リードレ

スペースメーカー）

・鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含
む。） ・両心室ペースメーカー移植術（経静脈電極の場合）及び両

心室ペースメーカー交換術（経静脈電極の場合）
・鏡視下喉頭悪性腫瘍手術

（様式第2）



6 届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

・腹腔鏡下仙骨膣固定術

・胎児胸腔・羊水腔シャント術

・胎児輸血術

・腹腔鏡下肝切除術 ・輸血管理料Ⅰ

・生体部分肝移植術 ・輸血適正使用加算

・同種クリオプレシピテート作製術

・胃瘻造設時嚥下機能評価加算

・歯周組織再生誘導手術

・広範囲顎骨支持型装置埋入手術

・歯根端切除手術の注３

・麻酔管理料（Ⅰ）

高度の医療の提供の実績

施 設 基 準 の 種 類 施 設 基 準 の 種 類

・補助人工心臓
・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を

用いるもの）

・経皮的下肢動脈形成術

・腹腔鏡下胃切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

・腹腔鏡下仙骨膣固定術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

・腹腔鏡下噴門側胃切除術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

・腹腔鏡下腟式子宮全摘術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

・腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併施するも
の）

・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。）

・腹腔鏡下胃縮小術（スリーブ状切除によるもの）

・腹腔鏡下胃全摘術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

・バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術 ・医科点数表第２章第10部手術の通則の16に掲げる手術

・胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以
上）を伴うものに限る。）

・医科点数表第２章第10部手術の通則の19に掲げる手術（遺伝性
乳癌卵巣癌症候群患者に対する子宮附属器腫瘍摘出術）

・腹腔鏡下膵腫瘍摘出術

・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

・腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術

・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

・腹腔鏡下直腸切除・切断術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

・腹腔鏡下腎盂形成手術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

・腎腫瘍凝固・焼灼術（冷凍凝固によるもの） ・麻酔管理料（Ⅱ）

・腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
るもの）

・歯科麻酔管理料

・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術 ・画像誘導放射線治療（ＩＧＲＴ）

・同種死体腎移植術 ・放射線治療専任加算

・生体腎移植術 ・外来放射線治療加算

・膀胱水圧拡張術 ・高エネルギー放射線治療

・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

・１回線量増加加算

・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術 ・強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ）

（様式第2）



6 届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

・体外照射呼吸性移動対策加算 ・多血小板血漿処置

・定位放射線治療

・定位放射線治療呼吸性移動対策加算

・保険医療機関間の連携による病理診断

・角結膜悪性腫瘍切除手術

・病理診断管理加算２

・デジタル病理画像による病理診断 ・緑内障手術（濾過胞再建術（needle法））

・悪性腫瘍病理組織標本加算 ・経外耳道的内視鏡下鼓室形成術

・口腔病理診断管理加算２
・内喉頭筋内注入術（ボツリヌス毒素によるも

の）

・クラウン・ブリッジ維持管理料 ・頭頸部悪性腫瘍光線力学療法

・歯科矯正診断料

・腹腔鏡下リンパ節群郭清術

・外来栄養食事指導料（注２） ・内視鏡的逆流防止粘膜切除術

・外来栄養食事指導料（注３）

・一般不妊治療管理料 ・内視鏡的小腸ポリープ切除術

・生殖補助医療管理料１

・下肢創傷処置管理料 ・精巣内精子採取術

・有床義歯修理及び有床義歯内面適合法の歯科技工加算

高度の医療の提供の実績

施 設 基 準 の 種 類 施 設 基 準 の 種 類

・難治性高コレステロール血症に伴う重度尿蛋白を呈する糖
尿病性腎症に対するＬＤＬアフェレシス療法

・移植後抗体関連型拒絶反応治療における血漿交換療法

・癒着性脊髄くも膜炎手術（脊髄くも膜剥離操作を行うもの）

・保険医療機関間の連携におけるデジタル病理画像による
術中迅速病理組織標本作製

・緑内障手術（流出路再建術（眼内法）及び（水晶体再建術
併用眼内ドレーン挿入術）

・不整脈手術（左心耳閉鎖術（経カテーテル的手術によるも
の）に限る。）

・顎口腔機能診断料（顎変形症（顎離断等の手術を必要と
するものに限る。）の手術前後における歯科矯正に係るもの）

・腹腔鏡下胆嚢悪性腫瘍手術（胆嚢床切除を伴うもの）

・膀胱頸部形成術（膀胱頸部吊上術以外）、埋没陰茎手術
及び陰嚢水腫手術（鼠径部切開によるもの）

・外来腫瘍化学療法診療料１ ・腹腔鏡下子宮瘢痕部修復術

・療養生活継続支援加算（通院・在宅精神療法）

・抗アデノ随伴ウイルス９型（ＡＡＶ９）抗体

・連携充実加算(外来腫瘍化学療法診療料) ・体外式膜型人工肺管理料

・こころの連携指導料（Ⅱ）

・染色体検査の注２に規定する施設基準

・口腔細菌定量検査

・経頭蓋磁気刺激療法

（様式第2）



7 診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8 病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

剖検症例数（例） 18例

剖検率（％） 9.1%

(注） 「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

36回

・

・

剖 検 の 状 況

(注) 1 特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2 「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

・ ・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ ・

・

・

高度の医療の提供の実績

施 設 基 準 等 の 種 類 施 設 基 準 等 の 種 類
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The Journal of Adhesive Dentistry. 2021
Oct;23(5):461-467

Rie Kido, Jun-ichi
Kido, Yasufumi
Nishikawa,他

歯周病科

Diagnosis of inflammatory peri-
implant diseases using an
immunochromatographic assay for
calprotectin in peri-implant
crevicular fluid

International Journal of Implant Dentistry.
2021 Oct; 7(1):106.
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Akihiko Iwasa, Eiji
Tanaka  矯正歯科

Signs, Symptoms, and Morphological
Features of Idiopathic Condylar
Resorption in Orthodontic Patients:
A Survey-Based Study.

Journal of Clinical Medicine 2022 Mar
11;11(6):1552.

Daishi Arai, Akihiro
Yasue, Shinya
Horiuchi, 他

矯正歯科
A multidisciplinary approach to
malocclusion caused by facial
multiple fracture.

Case Reports in Dentistry 2022 Mar
3;2022:5209667.

Yoshimura M, Uyama
E, Sekine K, 他 矯正歯科

Volume Magnetic Susceptibility
Estimation of α- and β-Phases in
Titanium Alloys for Biomedical
Applications.

Journal of Oral Health and Biosciences 2022
March;34(2):34-39

Shinya Horiuchi, 
Hiroko Sato, Akihiko
Iwasa, 他

矯正歯科
Long-term Management of a Patient
with Apert Syndrome

Journal of Contemporary Dental Practice
2021 Oct;22(10):1184–1190

Hirofumi Tenshin, 
Jumpei Teramachi, 
Mohannad Ashtar, 他

矯正歯科

TGF-β-activated kinase-1
inhibitor LL-Z1640-2 reduces joint
inflammation and bone destruction in
mouse models of rheumatoid
arthritis by inhibiting NLRP3
inflammasome, TACE, TNF-α and
RANKL expression.

Clinical & Translational Immunology 2022
Jan;11(1):e1371

Liu Y, Xia L, Kano F,
他 矯正歯科

Low-Intensity Pulsed Ultrasound
Ameliorates Neuropathic Pain
Induced by Partial Sciatic Nerve
Ligation Via Regulating Macrophage
Polarization.

Journal of Oral Health and Biosciences 2021
Sept;34(1):11-18

Yuzo Hirai, Keiichiro
Watanabe, Toru
Deguchi, 他

矯正歯科
Influence of insertion depth on
stress distribution in orthodontic
miniscrew and the surrounding bone
by finite element analysis.

Dental Materials Journal 2021
Sept;40(5):1270-1276

Hiroshi Yamada, 
Masaki Sawada, Eiji
Tanaka

矯正歯科
Treatment of hemifacial mircosomia
using conventional orthodontic
techniques: Report of a case with
long-term follow-up.

Journal of the American Dental Association
2021 Aug;152(8):653-668

Islamy Rahma Hutami, 
Takashi Izawa, 
Tsendsuren Khurel-
Ochir, 他

矯正歯科
Macropharge motility in wound
healing is regulated by HIF-1α via
S1P signaling.

International Journal of Molecular Sciences
2021 Aug;22(16):8992

Tanaka E, Fujihara S,
Shiota C 矯正歯科

Case report update: A case of
unilateral mandibular condylar
osteochondroma treated with
ipsilateral condylectomy and
contralateral ramus osteotomy.

American Journal of Orthodontics and
Dentofacial Orthopedics – Clinical
Companion 2021 June.;1:89-91

Akiko Mino-Oka, 
Shinya Horiuchi, Rie
Matsuda, 他

矯正歯科
A long-term follow-up of mandibular
deviation caused by congenital
cervical lymphangioma treated with
an orthodontic approach.

Journal of Contemporary Dental Practice
2021 June;22(6):713-720

Tanaka E 矯正歯科
Biomechanical and tribological
properties of the temporomandibular
joint.

Frontiers of Oral and Maxillofacial Medicine
2021 June;3:15

Tsendsuren Khurel-
Ochir, Takashi Izawa, 
Akihiko Iwasa, 他

矯正歯科
The immunoregulatory role of p21 in
the development of the
temporomandibular joint-
osteoarthritis

Clinical and Experimental Dental Research
2021 June;7(3):313-322

Toyoaki Takagi, So
Shimizu, Eiji Tanaka 矯正歯科

Surgical orthodontic treatment of
skeletal mandibular protrusion with
multiple impacted ankylosed teeth
treated with alveolar corticotomy.

Journal of Contemporary Dental Practice
2021 April;22(4):412–421

Mitsuhiro Iwata, 
Atsushi Saito, Yuko
Kuroda, 他

矯正歯科

Comprehensive treatment for severe
periodontitis with pathologic tooth
migration-related bimaxillary
protrusion: A case report with 3-
year follow-up.

Journal of American Dental Association 2021
June;152(6): 471-482.e2

Junhel Dalanon, Liz
Muriel Diano, Yoshizo
Matsuka

かみあわせ補綴科
Spatio-temporal differences in the
Filipinos’ search trends for
toothache and milk tea

Acta Medica Philippina．2022 Mar；56：18-24

Junhel
Dalanon,Yoshizo
Matsuka

かみあわせ補綴科
Burnout is associated with amount
of work and sleep quality of public-
school dentists in the Caraga region

Acta Medica Philippina．2022 Mar；56：49-55
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Naoto Okada, Noriko
Fujiwara, Momoyo
Azuma, 他

薬剤部

Assessment of adherence to post-
exposure prophylaxis with
oseltamivir in healthcare workers: a
retrospective questionnaire-based
study.

Biological and Pharmaceutical Bulletin. 2021
Jun; 44(6): 869-874.

Mitsuhiro Goda, Momo
Ikehara, Mako
Sakitani,他

薬剤部
Involvement of human multidrug and
toxic compound extrusion (MATE)
transporters in testosterone
transport．

Biological and Pharmaceutical Bulletin. 2021
Apr ; 44(4): 501-506.

Mitsuhiro Goda,
Masaya Kanda,
Toshihiko Yoshioka,他

薬剤部
Effects of 5-HT₃ receptor
antagonists on cisplatin-induced
kidney injury．

Clinical and Translational Science. 2021
Sep; 14(5): 1906-1916.

Chikako Kane , Satoshi
Sakaguchi, Masayuki
Chuma, 他

総合臨床研究センター
Research Ethics Consultation in
Nursing Studies

Journal of emprical research on human
research ethics:JERHRE 2022 Feb-
Apr;17(1-2):63-69. doi:
10.1177/15562646211036577. Epub 2021
Aug 10. (オンライン）

Hirofumi Hamano,
Chisato Mitsuhashi,
Yoshiko Suzuki, 他

薬剤部
Effects of Palonosetron on Nausea
and Vomiting Induced by Multiple-
Day Chemotherapy: A Retrospective
Study

Biological and Pharmaceutical Bulletin. 2021
Apr ; 44(4): 478-484.

Doi T, Fukui M,
Sakamoto H, 他 歯科衛生室

There is an association between
gingival inflammation and obesity in
Japanese male adolescents

Journal of Oral Health and Biosciences,
2021.33.2.33-38

Masami Yoshioka, 
Yuichiro Kawashima, 
Yoshihiko Noma, 他

歯科衛生室
Association between diabetes-
related clinical indicators and oral
health behavior among patients with
type 2 diabetes

J Med Invest, 2021;68(1.2):140-147.

Hiroyasu Mori, Akio
Kuroda, Sumiko
Yoshida, 他

糖尿病臨床・研究開発センター

High prevalence and clinical impact
of dynapenia and sarcopenia in
Japanese patients with type 1 and
type 2 diabetes: Findings from the
Impact of Diabetes Mellitus on
Dynapenia study

J Diabetes Investig. 2021 Jun;12:1050-1059
/ J Diabetes Investig. 2020 Nov（オンライン）

Sonyun Hata, Hiroyasu
Mori, Tetsuyuki
Yasuda, 他

糖尿病臨床・研究開発センター

A low serum IGF-1 is correlated
with sarcopenia in subjects with type
1 diabetes mellitus: Findings from a
post-hoc analysis of the iDIAMOND
study

Diabetes Res Clin Pract. 2021
Sep;179:108998 / Diabetes Res Clin Pract.
2021 Aug(オンライン）

A Takahashi, K
Kamada, T Kudoh,他 口腔外科

Evaluation of anatomical references
for locating the course of the
posterior superior alveolar artery for
dental implant surgery.

International Journal of Oral and
Maxillofacial Surgery 2022 Feb;51(2):257-
262.

Masashi Ishizu, 
Hiroyasu Mori, Mami
Ohishi,他

糖尿病臨床・研究開発センター

Urinary adiponectin excretion is an
early predictive marker of the
decline of the renal function in
patients with diabetes mellitus

J Diabetes Complications. 2021
Apr;35(4):107848. / J Diabetes
Complications. 2021 Jan(オンライン）

Natsumi Takamaru, 
Naoyuki Fukuda, 
Kazuya Akita, 他

口腔外科

Association of PD L1 and ZEB 1
expression patterns with
clinicopathological characteristics
and prognosis in oral squamous cell
carcinoma

ONCOLOGY LETTERS 2022 Mar;23(3):75

Naoyuki Fukuda, Kunio
Ishikawa, Youji
Miyamoto

口腔外科
Alveolar ridge preservation in beagle
dogs using carbonate apatite bone
substitute

Ceramics International 48(2) 1796-1804
2022 Jan

Momota Y, Takano H,
Kani K, 他 口腔内科

Idiopathic First Bite Syndrome
Well-Treated with the Japanese
Herbal Medicine Kakkonto: Analysis
of Heart Rate Variability.

Oral Scie Jpn. 2021Mar; 31-32

Go Ohe, Yasusei
Kudo, Kumiko Kamada,
他

口腔外科

The Soluble Factor from Oral
Cancer Cell Lines Inhibits
Interferon-γ Production by OK-
432 via the CD40/CD40 Ligand
Pathway

Cancers 2021, Jun 13(13)3301

Keiichiro Watanabe, 
Sanghee Lee, Damian
Lee, 他

矯正歯科
Evaluation of clinical parameters for
the stability of 2 types of
miniscrews.

American Journal of Orthodontics and
Dentofacial Orthopedics 2022
March;161(3):437-444

Tomonori Iwasaki,
Spyridon N
Papageorgiou, Youichi
Yamasaki, 他

小児歯科
Nasal ventilation and rapid maxillary
expansion (RME): a randomized trial

Eur J Orthod. 2021 Jun 8;43(3):283-292.

Yao Liu, Fumiya Kano,
 Noboru Hashimoto, 他 矯正歯科

Conditioned medium from the stem
cells of human exfoliated deciduous
teeth ameliorates neuropathic pain
in partial sciatric nerve ligation
models.

Frontiers in Pharmacology 2022 March
;13:745020
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Naoto Okada, Yuki
Izumi, Aki Nakamoto,
他

薬剤部

Impact of area under the
concentration-time curve on the
incidence of vancomycin-induced
nephrotoxicity in combination with
tazobactam/piperacillin or cefepime:
a single-institution retrospective
study.

Clinical Therapeutics. 2021 Nov; 43(11):
1910-1920

Yukako Homma, 
Yasunobu Hayabuchi 小児科

Descending aorta flow pattern in a
neonate with patent ductus
arteriosus coexisting with liver
hemangioma.

J Echocardiogr. 2021 Apr 9. doi:
10.1007/s12574-021-00515-y. Online
ahead of print.

Yoshito Zamami,
Hirofumi Hamano,
Takahiro Niimura,他

薬剤部
Drug-repositioning approaches
based on medical information and life
science databases.

Frontiers in Pharmacology. 2021 Nov ; 12:
752174.

Masayuki Chuma,
Kenshi Takechi, Kenta
Yagi, 他

薬剤部

Academic investigators’ interest in
promoting specified clinical trials:
Questionnaire survey before and
after implementation of the Clinical
Trial Act.

The Journal of Medical Investigation. 2021;
68(1.2): 71-75.

Shimon Takahashi,
Kenshi Takechi,
Natsumi Jozukuri, 他

薬剤部

Examination of the antiepileptic
effects of valacyclovir using kindling
mice -Search for novel antiepileptic
agents by drug repositioning using a
large medical information database.

European Journal of Pharmacology. 2021 Jul;
902: 174099.

筆頭著者の
特定機能病院における所属

題名

「論文種別」欄には、Original Article、Case report, Review, Letter, Othersから一つ選択すること。

発表者氏名

当該特定機能病院に所属する医師等が前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の開発およ
び評価に資するものと判断されるものを七十件以上記入すること。七十件以上発表を行っている場合には、
七十件のみを記載するのではなく、合理的な範囲で可能な限り記載すること。

「雑誌名・出版年月等」欄には、「雑誌名. 出版年月（原則雑誌掲載月とし、Epub ahead of printやin press
の掲載月は認めない）; 巻数: 該当ページ」の形式で記載すること
（出版がオンラインのみの場合は雑誌名、出版年月（オンライン掲載月）の後に（オンライン）と明記するこ
と）。

記載例： Lancet. 2015 Dec; 386: 2367-9 / Lancet. 2015 Dec (オンライン）

雑誌名・
出版年月等

「筆頭著者の所属」については、和文で、筆頭著者の特定機能病院における所属を記載すること。

報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌
に掲載されたものに限るものであること。ただし、実態上、当該特定機能病院を附属している大学の講座等
と当該特定機能病院の診療科が同一の組織として活動を行っている場合においては、筆頭著者の所属先
が大学の当該講座等であっても、論文の数の算定対象に含めるものであること（筆頭著者が当該特定機能
病院に所属している場合に限る。）
「発表者氏名」に関しては、英文で、筆頭著者を先頭に論文に記載された順に3名までを記載し、それ以上

は、他、またはet al.とする。

記載方法は、前項の「高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文」の記載方法に
準じること。

当該医療機関に所属する医師等が前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評価に資
するものと判断される主なものを記入すること。

該当なし
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高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制

(1)倫理審査委員会の開催状況

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無

・ 手順書の主な内容

1.委員会規則（組織、申請手続き、審議、有害事象、実施状況報告、終了報告など会議等委

員会運営に必要な事項）、2.生命科学・医学系研究実施に係る標準業務について、3.生命科

学・医学系研究に関連する重篤な有害事象対応について、4.研究者主導臨床研究でのモニタ

リング又は監査の受入れについて、5.他の研究機関への既存試料・情報提供について

③ 倫理審査委員会の開催状況 年１２回

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。

2 前年度の実績を記載すること。

(2)利益相反を管理するための措置

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況

有・無

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無

・ 規定の主な内容

利益相反管理規程（管理の概要、手続き及び方法、勧告及び監査）

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況

年１２回

(注）前年度の実績を記載すること。

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年１回

・研修の主な内容

総合臨床研究センターが主催するｅ－ラーニング（臨床研究実施の基準と現状、日本におけ

る倫理指針と倫理性担保、倫理委員会申請手続き、ＣＲＣ活動と臨床研究支援、研究倫理、モ

ニタリング・監査、臨床研究法）

(注）前年度の実績を記載すること。
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高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類

1 研修の内容

希望する診療領域に応じて卒後３～６年を目処に基本領域の専門医を取得した後、高度先進医療

・先端医療を担うべくサブスペシャルティ領域の専門医取得を目指す。また、本人の希望により、

並行して社会人大学院に在籍して医学博士号の取得や、臨床技術研鑽及び研究のための他施設（国

内外）での研修も可能である。

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。

2 研修の実績

上記研修を受けた医師数 ２６２人

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。

3 研修統括者

研修統括者氏名 診 療 科 役 職 等 臨床経験年数 特 記 事 項

和泉唯信 内科 教授 ２７年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者

佐田政隆 内科 教授 ３４年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者

西岡安彦 内科 教授 ３４年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者

高山哲治 内科 教授 ３６年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者

脇野 修 内科 教授 ３２年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者

安倍正博 内科 教授 ３８年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者

佐田政隆 循環器内科 教授 ３４年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者

和泉唯信 脳神経内科 教授 ２７年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者

高山哲治 消化器内科 教授 ３６年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者

脇野 修 腎臓内科 教授 ３２年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者

遠藤逸朗 内分泌・代謝内科 教授 ３０年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者

安倍正博 血液内科 教授 ３８年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者

西岡安彦 呼吸器・膠原病内科 教授 ３４年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者

秦 広樹 外科 教授 ２５年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者

島田光生 外科 教授 ３８年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者

滝沢宏光 外科 教授 ２６年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者

島田光生 消化器・移植外科 教授 ３８年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者

滝沢宏光 呼吸器外科 教授 ２６年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者

後藤正和 食道・乳腺甲状腺外科 講師 １８年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者

石橋広樹 小児外科 病院教授 ３３年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者

秦 広樹 心臓血管外科 教授 ２５年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者

金山博臣 泌尿器科 教授 ４０年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者

西良浩一 整形外科 教授 ３４年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者

髙木康志 脳神経外科 教授 ２９年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者

久保宜明 皮膚科 教授 ３４年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者

三田村佳典 眼科 教授 ３５年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者

北村嘉章 耳鼻咽喉科 教授 ２５年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者

原田雅史 放射線科 教授 ３６年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者

岩佐 武 産婦人科 教授 ２０年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者

沼田周助 精神科 教授 ２１年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者

漆原真樹 小児科 教授 ２７年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者



田中克哉 麻酔科 教授 ３２年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者

橋本一郎 形成外科 教授 ３４年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者

大藤 純 救急科 教授 ２５年 診療部長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者

上原久典 病理診断科 教授 ３２年 診療部長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者

谷 憲治 総合診療部 教授 ４０年 診療部長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者

松浦哲也 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科 教授 ２９年 診療部長

佐藤 紀 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科 講師 ２０年 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。



(様式第 4)

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意）

・研修の主な内容

１）「医療専門職部門キャリア形成支援研修会」
・研修の期間・実施回数 令和３年４月～令和４年３月 ・１２回
・研修の参加人数 ４０３人

２）看護師特定行為研修（指定研修機関）
・研修期間 令和３年４月～令和４年３月
・研修の参加人数 術中麻酔管理領域パッケージ（８行為）１名、外科系基本領域パッケー

ジ他（８行為１名、１０行為１名）２名、血糖管理コース他（４区分６行為）１名、計４
名が全３２行為の研修を修了。

３）院内認定コース
・ミドルレベル看護師を対象に、専門的領域のスキルアップを目指して年間を通じたコース

研修を開講（全１３コース：①がん化学療法看護、②緩和ケア、③乳がん看護、④がん放
射線療法看護、⑤リスク管理、⑥感染管理、⑦褥瘡看護、⑧糖尿病、⑨新生児集中ケア、
⑩手術看護、⑪認知症看護、⑫CRC、⑬エキスパート助産師）

・研修の期間・実施回数 令和３年６月～令和４年３月。各コース１６～３６回（全３６５
回）の研修を開催。

・研修の参加人数 延べ１０５４名が参加。２８名がコース研修修了し、病院長より「院内
認定看護師」の認定を受ける。

４）院内認定フォローアップ研修
・研修の期間・実施回数 院内認定コース修了者を対象にフォローアップ研修（全１５コー

ス、上記１３コースに加え⑭集中ケア、⑮脳卒中リハビリテーション看護）を年１回以上
開催。研修回数は全３１回

・研修の参加人数 延べ１７２名。

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意）

・研修の主な内容

１）退院支援看護師養成コース、およびフォローアップ研修

・入院時から退院支援を円滑に実施できる看護師を養成するためのコース研修を開催。
・研修の期間・実施回数 令和３年７月～令和４年２月 研修回数は９回
・研修の参加人数 延べ１９１名。４名がコース研修を修了し、病院長より「退院支援看護

師」の認定を受ける。
・フォローアップ研修として、令和２年度以前の修了者１４名が上記研修を受講。

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況

・研修の主な内容



１）「徳島大学病院心・血管エコー検査修得プログラム研修」

認定超音波検査士の取得に必要な基礎から臨床までの幅広い知識を学習するため、

あわせて医療現場ですぐに役立つエコー検査の技術習得のための研修を受け入れている。

・研修の期間・実施回数 令和３年４月１日～令和４年３月３１日 ・１年間

・研修の参加人数 １人（臨床検査技師）

２）医師、看護師、薬剤師、管理栄養士、臨床検査技師、診療放射線技師、理学療法士、

歯科衛生士等の免許を有する者を徳島大学病院の当該部署において研修させる。

・研修の期間・実施回数（延べ日数）・研修の参加人数

（医師）令和３年６月～令和４年２月 ・３１日 ・２名

（看護師）令和３年４月～令和３年１１月 ・２７日 ・５名

（臨床検査技師）令和３年４月～令和４年３月 ・３４０日 ・８名

（診療放射線技師）令和３年５月～令和４年３月 ・９０日 ・１名

（歯科衛生士）令和３年８月～令和４年３月 ・１２日 ・３名

３）看護師特定行為研修（指定研修機関）
・研修の期間 令和３年４月～令和４年３月
・研修の参加人数 徳島県内の急性期病院３施設より３名の看護師を受け入れ、全員が術中

麻酔管理領域パッケージ（８行為）を修了。

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医

療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療

従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。



(様式第 5)
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類

計画・現状の別 １．計画 ２．現状
管理責任者氏名 病院長 香美 祥二
管理担当者氏名 総務課長 泉 朗

経理調達課長 垣添 裕之
医事課長 原田 直樹
薬剤部長 石澤 啓介
看護部長 上田 美香
医療技術部長 中尾 隆之
病院情報センター部長 廣瀬 隼
手術部長 髙木 康志
放射線部長 原田 雅史
ＭＥ管理センター長 田中 克哉

保 管 場 所 管 理 方 法
診療に関
する諸記
録

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項

に
掲
げ
る
事
項

病院日誌 総務課 文書ファイル又は電子
媒体で保管
※診療録の病院外持ち
出しは認めていない

各科診療日誌 各診療科（部）
処方せん 病院情報システム
手術記録 病院情報システム
看護記録 病院情報システム
検査所見記録 病院情報システム
エックス線写真 病院情報システム
紹介状 病院情報システム
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書

病院情報システム

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
三

項
に
掲
げ
る
事
項

従業者数を明らかにする帳簿 総務課 文書ファイルで保管
高度の医療の提供の実績 医事課

高度の医療技術の開発及び評価
の実績

総務課

高度の医療の研修の実績 総務課
閲覧実績 総務課
紹介患者に対する医療提供の実
績

医事課

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿

医事課
薬剤部

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一
項
に

掲
げ
る
事
項

医療に係る安全管理のための指
針の整備状況

医事課 文書ファイルで保管

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況

医事課

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況

医事課

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況

医事課



保 管 場 所 管 理 方 法

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

院内感染対策のための指針の策
定状況

医事課
文書ファイルで保管

院内感染対策のための委員会の
開催状況

医事課

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況

医事課

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況

医事課

医薬品安全管理責任者の配置状
況

薬剤部

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況

薬剤部
医事課

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況

薬剤部
医事課

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況

薬剤部

医療機器安全管理責任者の配置
状況

ＭＥ管理センター

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況

ＭＥ管理センター

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況

ＭＥ管理センター

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況

ＭＥ管理センター



保 管 場 所 管 理 方 法
病院の管理
及び運営に
関する諸記
録

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項

医療安全管理責任者の配置状
況

医事課 文書ファイルで保管

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況

医事課

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況

薬剤部

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況

医事課

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況

医事課

医療安全管理部門の設置状況 医事課
高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況

医事課

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況

医事課

監査委員会の設置状況 総務課
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況

医事課

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況

医事課

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況

医事課

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況

総務課
医事課

職員研修の実施状況 医事課
管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況

総務課
医事課

管理者が有する権限に関する
状況

総務課

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制
の整備状況

総務課

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況

総務課

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。



○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績

延 0 件

閲 覧 者 別 医師 延 0 件

歯科医師 延 0 件

国 延 0 件

地方公共団体 延 0 件

(注)既に医療法施行規則第9条の20第5号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院は
現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当する番号
に〇印を付けること。

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。

閲覧の求めに応じる場所

総務課長 泉 朗

前 年 度 の 総 閲 覧 件 数

閲覧請求を申請する者は、事前に担当部署に申請を行う。

閲覧の手続の概要

閲覧責任者氏名 事務部次長 脇元 直彦

閲覧担当者氏名

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

・総務課

計画・現状の別 １．計画 ２．現状

（様式第6）



規則第１条の11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置

① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 有・無

・ 指針の主な内容：

徳島大学病院（以下「本院」という。）の患者に対する使命は、患者の権利を尊重し、安全で質
の高い医療(最先端医療を含む)を提供することにある。そのためには医療従事者の不断の努力が必
要であるが、病院全体としても組織的に取り組み推進することが不可欠である。

特に安全な医療の提供に関して、患者が安心して医療を受けることができる環境を整えるよう本
院全体で取り組むこととし、そのために必要な指針を次のとおり定める。

１ 用語の定義
２ 安全管理に関する基本的考え方
３ 医療に係る安全管理のための取組に関する基本的事項
４ 医療に係る安全管理等のための職員研修に関する基本方針
５ 医療上の事故等の報告に関する基本方針
６ 医療上の事故等発生時の対応に関する基本方針
７ 患者等からの相談及び苦情等への対応に関する基本方針
８ 医療従事者と患者との間の情報の共有に関する基本方針
９ その他医療安全の推進のために必要な基本方針

② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況

・ 設置の有無（ 有・無 ）
・ 開催状況：年１４回
・ 活動の主な内容：

リスクマネジメント委員会（毎月原則１回）
１ 医療上の事故等防止のための安全管理の方策に関すること。
２ 医療上の事故等発生時の対応に関すること。
３ 高難度新規医療技術、未承認新規医薬品、未承認新規医療機器を用いた医療の提供に関す
ること。

４ 医薬品及び医療機器の安全使用に関すること。
５ その他医療上の事故等に関すること。

③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 年４回

・ 研修の内容（すべて）：

令和３年度
第１回安全管理研修会「医薬品の安全管理について」
第２回安全管理研修会「嚥下障害について」
第３回安全管理研修会 ｢看護師特定行為について」
第４回安全管理研修会「緩和ケアについて」

④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施
状況

・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ）
・ その他の改善のための方策の主な内容：

事故報告等の報告に関しては、「徳島大学病院インシデント等発生時の報告に関する取扱要項」
を定め、「インシデント報告システム」により報告される。報告されたインシデントは、リスク
マネージャーからの報告や安全管理部リスクマネジメント部門員による現場確認及び当事者等
の事情聴取により確認され、安全管理部リスクマネジメント部門会議（分析）において、インシ
デント報告書に基づき改善策を検討する。次に、リスクマネジメント部門会議（分析）での改善
策をリスクマネジメント部門会議（全体）で検討する。さらに、これらの改善策をリスクマネジ
メント委員会で審議した上、リスクマネージャー連絡会でフィードバックする。

次のステップとして、実施された改善策のうち、実施状況を把握する必要があると認められる



インシデントについては、リスクマネジメント部門会議（評価）で評価し、改善策を検討する。
上記と同様に、リスクマネジメント部門会議（評価）での改善策をリスクマネジメント部門会議
（全体）で検討する。次に、これらの実施された改善策をリスクマネジメント委員会で審議した
上、リスクマネージャー連絡会で再度フィードバックする。さらに、実施状況を把握する必要が
あると認められるインシデントについては、リスクマネジメント部門会議（評価）からリスクマ
ネージャー連絡会でのフィードバックを繰り返し行う。（ＰＤＣＡ手法を取り入れている。）

分析方法については、インシデント報告された報告事例（一月約３００件程度）を職種の違う
担当者が分担して１件１件内容を確認し、インシデントへの意見等を出し合う。その中で、イン
シデントが警鐘的な事例や、インシデントが他部署にわたる事例など、また、全国的に頻発して
いる事例などを選び、２～３事例、SHELL分析にて毎月分析をしている。

(注）前年度の実績を記入すること。



規則第１条の 11 第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置

① 院内感染対策のための指針の策定状況 有・無

・ 指針の主な内容：
徳島大学病院（以下「本院」という。）の患者に対する使命は、患者の権利を尊重し、安全で質の高い医療

(最先端医療を含む)を提供することにある。そのためには医療従事者の不断の努力が必要であるが、病院
全体としても組織的に取り組み推進することが不可欠である。
特に安全な医療の提供に関して、患者が安心して医療を受けることができる環境を整えるよう本院全体で

取り組むこととし、そのために必要な指針を次のとおり定める。

１ 用語の定義
２ 安全管理に関する基本的考え方
３ 医療に係る安全管理のための取組に関する基本的事項
４ 医療に係る安全管理等のための職員研修に関する基本方針
５ 医療上の事故等の報告に関する基本方針
６ 医療上の事故等発生時の対応に関する基本方針
７ 患者等からの相談及び苦情等への対応に関する基本方針
８ 医療従事者と患者との間の情報の共有に関する基本方針
９ その他医療安全の推進のために必要な基本方針

② 院内感染対策のための委員会の開催状況 年１２回

・ 活動の主な内容：
感染対策委員会（毎月原則１回）

１ 院内感染の予防及び対策に関すること。
２ 院内感染防止の実施、監視及び指導に関すること。
３ 院内感染発生時の措置に関すること。
４ 職員の院内感染の教育に関すること。
５ 感染制御部の運営に関すること。
６ その他院内感染に関すること。

③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 年２回

・ 研修の内容（すべて）：
令和３年度
① 第１回感染対策研修会「正しい血液培養 について」、「抗菌薬使用量調査から見える当院の感染症

治療の特徴と課題」
② 第２回感染対策研修会「新型コロナワクチンの効果・副反応」、「冬に流行する感染症とCOVID-19第

６波に向けての感染対策」、「術後感染予防抗菌薬を再考する適切な薬剤・投与期間・投与間隔につ
いて」

④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況

・ 病院における発生状況の報告等の整備 （ 有・無 ）
・ その他の改善のための方策の主な内容：
１ 毎週１回、ICTラウンドを計画的に実施、改善点を部署にフィードバックし、更にICNラウンドで確認して
いる。

２ 抗MRSA薬、カルバペネム系抗菌薬について、届出制を実施しているが、抗MRSAについてはTDMの
実施状況と抗MRSAの適正使用について毎月検討している。

３ ＨＩＶチームカンファレンスを実施し、２ケ月に１回開催しているHIV/エイズ小委員会で院内のHIV症例
の事例検討や検査結果の報告をしている。

４ 職業感染対策として、全職員の抗体の有無を把握している。針刺し等防止対策としては、曝露者の面



接をすべての事例で行い、改善策をフィードバックしている。
５ ICUでのBSIサーベイランス、消化器外科・小児対象の心臓血管外科でのSSIサーベイランスを実施し
ている。

６ 教育体制として、①感染対策研修会、②部署別出張研修、③研修医研修、④看護師研修（新人、２年
目、専門）、⑤感染管理院内認定コース、⑥育休復帰者研修に分けて計画している。

(注）前年度の実績を記入すること。



規則第１条の11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置

① 医薬品安全管理責任者の配置状況 有・無

② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 年３回

・ 研修の主な内容：
○当院における医薬品安全管理体制について

・医薬品安全管理責任者の配置
・医薬品安全管理業務手順書
・医薬品安全使用のための職員研修
・未承認等の医薬品に関わる体制

○処方、医薬品管理の注意点について
・類似名称、外観類似医薬品の取扱い注意
・麻薬、覚醒剤原料、向精神薬、毒薬等の管理方法

○医薬品安全性情報の重要性について
○副作用報告制度について
○抗がん剤の取扱いとレジメン管理について

③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況

・ 手順書の作成 （ 有・無 ）
・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容：

与薬や薬剤管理など医薬品に係る業務の実施状況を確認し、結果をフィードバックして改善
に向けて取り組んでいる。

④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況

・ 医薬品に係る情報の収集の整備 （ 有・無 ）
・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）：

超早期発症型炎症性腸疾患の小児患者に対しエンタイビオ点滴静注用（有効成分ベドリズマ
ブ）を使用した。

用法・用量、投与スケジュール：
1回60mgを点滴静注する。初回投与後、2週、6週に投与し、以降8週間隔で点滴静注する。

使用区分：適応外使用

有害事象の把握方法：血液検査（血算、生化学一般、CRP等）

・ その他の改善のための方策の主な内容：
全病棟に薬剤師を配置し、持参薬を含めた医薬品を管理する体制を構築している。

院内で発生した副作用やインシデント内容を週１回の薬剤部カンファレンスで薬剤部職
員に周知している。

医薬品を適応外使用する場合の院内規定を設けるとともに、適応外使用の状況を把握し、医
薬品安全管理責任者から安全管理部・リスクマネジメント委員会への報告、必要性等の確認、
情報共有および診療科長等を介した必要な指導等をおこなう体制を構築している。

(注）前年度の実績を記入すること。



規則第１条の11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置

① 医療機器安全管理責任者の配置状況 有・無

② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 年５８回

・ 研修の主な内容：

（１）新しい医療機器の導入時の研修について
・使用した経験のない新しい医療機器を導入する際には、当該医療機器を使用する予定の医療

従事者に対する研修会を実施し、その記録を保存している。
・令和３年度における新しい医療機器を導入する際に開催した研修会は、医療機器５機種に

対して、計２１回（参加人数：１７６名）実施した。

（２）特定機能病院における医療機器研修（院内研修会）について
・特定機能病院として、特に安全使用に際しての技術の習熟が必要と考えられる医療機器につ

いては、研修会を実施し、その記録を保存している。
・２０２２年度新規採用者オリエンテーション（対象：医師、看護師）にて、医療機器（輸液
ポンプ・シリンジポンプ）の研修会（開催回数：３回、参加人数：２７名）を実施し、正し
い操作方法を身に付け、インシデントを予防するためのポイントを学ぶことを目的に実技研
修も取り入れている。

・２０２２年度新規採用者オリエンテーション（対象：医師）にて、医療機器（除細動装置）
も同様に研修会（開催回数：１回、参加人数：１１名）を実施した。

・平成２７年度から各病棟（東病棟、西病棟）、外来などの各部署から個別依頼された医療機
器の研修会は不定期（要望依頼時）に実施することにより、平成２６年度まで実施していた
定期研修会より従事者の参加人数が増加している。

・令和３年度に実施した医療機器は人工呼吸器（ネーザルハイフロー等含む）、除細動装置、
閉鎖式保育器等で、計２４回（参加人数：２４１名）実施した。医療機器の研修会について
は、臨床工学技士または医療機器製造販売メーカ担当者が医療機器の正しい操作方法、また
はトラブルシューティングなどについて説明している。

・令和３年度も新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の為、徳島大学病院内の開催予定であ
った医療機器研修会（開催方法：対面式）は中止、または延期になっている部署も見られた。

（３）特定機能病院における医療機器研修（院外研修会）について
・令和３年度における医療機器及び医療ガスの研修・講習（対象：臨床工学技士）では、院外
研修会（開催方法：WEB研修会、eラーニング）は計９回（参加人数：４６名）であった。

・令和３年度も新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の為、徳島県内外で開催予定であった
医療機器研修会及び講習会（開催方法：対面式）は中止、または延期になっている。

③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況

・ 医療機器に係る計画の策定 （ 有・無 ）
・ 機器ごとの保守点検の主な内容：

・主な医療機器（①人工心肺装置及び補助循環装置、②人工呼吸器、③血液浄化装置、④除細動
装置、⑤閉鎖式保育器、⑥Ｘ線ＣＴ装置、⑦診療用高エネルギー放射線発生装置、⑧診療用放
射線照射装置、⑨ＭＲＩ装置等）の保守点検に関する計画の策定及び保守点検を実施している。
具体的には、医療機器製造販売メーカの指定期間（使用年数または使用時間）により、プリベ
ンティブメンテナンスや機器のオーバー・ホールを各メーカへ依頼し、実施している。

④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集
その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況

・ 医療機器に係る情報の収集の整備 （ 有・無 ）
・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）：使用事例無し



・ その他の改善のための方策の主な内容：
・医療機器の添付文書及び医薬品・医療機器総合機構（ＰＭＤＡ）の医療機器安全性情報サー

ビスに登録し、情報を収集している。また、直接、医療機器製造販売メーカから不具合情報
や安全情報を得ている。収集した医療機器に関連した不具合情報や安全情報、情報の性質や
内容により異なるが、使用者（医療従事者）や内容が特定の部署に限定される場合には個別
に必要部署のみに周知し、多くのスタッフが知る必要がある場合には、安全管理部等を通じ
て院内周知している。

・医療機関において安心・安全に電波を利用するための手引き（2021年7月30日改訂、電波環
境協議会、総務省）を参考にして、令和3年12月より、各病棟等にて使用されている医用テ
レメータ（ベッドサイドモニター、送信機）のチャンネル管理及びゾーン管理ができる医療
機器保守管理システムを新たに導入し、運用を開始している。

(注）前年度の実績を記入すること。



規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号の二に掲げる事項の実施状況

① 医療安全管理責任者の配置状況 有・無

・責任者の資格（医師・歯科医師）
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医
療機器安全管理責任者の統括状況

平成２８年９月に「徳島大学病院における医療に関する安全管理規則」の改正を行い、平成２８年
１０月１日から医療安全管理責任者を配置し、医療安全管理担当の副病院長をもって充てている。

また、同規則にて、医療安全管理責任者が安全管理部、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管
理責任者を統括する規定を定めている。

② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 有（７名）・無

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況

緊急安全性情報・安全性速報等の医薬品情報を収集および整理し、医療スタッフへ情報提供する

体制を整えている。

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況

薬剤部内に医薬品の安全管理を担う担当者（薬剤部安全管理担当者）を定めるとともに、未承認

等の医薬品に関する使用状況の把握、必要性等の確認、情報の共有および診療科長等を介した必

要な指導等をおこなう体制を整えている。

・担当者の指名の有無（有・無）

・担当者の所属・職種：（所属：薬剤部 、職種 薬剤師 ）

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有・無

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関する

規程の作成の有無 （ 有・無 ）

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内容

：平成２８年９月に「徳島大学病院における医療に関する安全管理規則」の改正を行い、平成２８年

１０月１日からインフォームドコンセント責任者を置き、インフォームドコンセントガイドラインの

管理・周知徹底、適切な実施及び指導等の業務を行う規定を定めた。

インフォームドコンセントガイドラインの主な内容

１ 目的

２ 対象

３ 説明して同意を得る手順

・誰が説明し、誰が立ち会うのか

・どこで行うのか

・記録と保管

・説明と同意



・説明の内容

・セカンドオピニオンについて

・代理人が必要な場合の説明と同意

・緊急時の対応

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有・無

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容：

診療録等の管理に関する責任者の選任にあたっては、徳島大学病院診療録管理規則により、本院

の医療支援センター長を診療録管理責任者として充てている。

診療録管理責任者は、診療録の記載内容を確認し、診療録の適切な管理を行うものとしている。

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有・無

・所属職員：専従（４）名、専任（１）名、兼任（２）名

うち医師：専従（１）名、専任（１）名、兼任（ ）名

うち薬剤師：専従（１）名、専任（ ）名、兼任（ ）名

うち看護師：専従（２）名、専任（ ）名、兼任（ ）名

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること

・活動の主な内容：

(1) 本院において発生した医療上の事故等の原因究明、調査、分析及び対策の検討並びに当該医

療上の事故等の再発防止に関すること。

(2) 事故等に関する診療録及び看護記録等への記載が正確かつ十分になされていることの確認

及び指導に関すること。

(3) 患者及び家族への説明等事故発生時の対応状況についての確認及び指導に関すること。

(4) 医療上の事故等の防止に関する教育及び研修の企画及び実施に関すること。

(5) 医療上の事故等の防止に関する情報の収集及び提供に関すること。

(6) 医療上の事故防止安全対策マニュアルの改訂に関すること。

(7) インシデント報告の管理に関すること。

(8) リスクマネジメント委員会で用いられる資料及び議事要録の作成及び保存、その他リスクマ

ネジメント委員会の庶務に関すること。

(9) 医療安全に係る連絡調整に関すること。

(10) 医薬品の安全使用に係る連絡調整に関すること。



(11) 医療機器の安全使用に係る連絡調整に関すること。

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に
係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。
※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に
ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況

・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（８件）、及び許可件数（７件）

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ）

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・無 ）

・活動の主な内容：

(1) 高難度新規医療技術又は未承認新規医療機器を用いた医療の提供についての審査に関するこ

と。

(2) 高難度新規医療技術又は未承認新規医療機器を用いた医療実施後の症例報告の検証に関する

こと。

(3) その他高難度新規医療技術又は未承認新規医療機器に関すること。

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ）

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ）

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況

・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（２０件）、及び許可件数（１８件）

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ）

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医薬

品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有

無（ 有・無 ）

・活動の主な内容：

(1) 未承認新規医薬品を用いた医療の提供についての審査に関すること。

(2) 未承認新規医薬品を用いた医療の提供後の報告に関すること。

(3) その他未承認新規医薬品に関すること。

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ）



・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ）

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年２３２件

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったも

のとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及

び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年８３件

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容

(1) 医療上の事故等防止のための安全管理の方策に関すること。

(2) 医療上の事故等発生時の対応に関すること。

(3) 高難度新規医療技術、未承認新規医薬品及び未承認新規医療機器を用いた医療の提供に関する

こと。

(4) 医薬品及び医療機器の安全使用に関すること。

(5) その他医療上の事故等に関すること。

⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況

・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名：島根大学医学部附属病院）・無）

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有（病院名：岡山大学病院）・無）

・技術的助言の実施状況

令和３年度は、全国における新型コロナウイルス感染症の動向を踏まえ、訪問調査を取りやめ、紙

面調査となった。本院から島根大学医学部附属病院を書類確認した。また、本院も岡山大学医学部附

属病院からのチェックを受けた。

⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況

・体制の確保状況

院内の患者相談は全て患者支援センターを窓口としており、患者から分かりやすい場所に立地して

いる。当該センターで受け付けた安全管理に係る相談は、その内容に応じて、医療安全管理部門など

適切な専門の担当部署に振り分け、患者支援センターの相談員と協働して相談に対応する。また、患

者相談の内容と対応状況は、患者支援センター内の会議（実務者会議）で報告され、当該センターが

至急又は重大と判断する相談内容は、病院長に直接報告を行う。



⑫ 職員研修の実施状況

・研修の実施状況

現在行われている医療に係る安全管理及び医薬品等の安全使用のための研修において、必ず実施す

べき研修項目を追加する。また、e-learning を活用したテスト等により、学習効果測定を実施する。

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること）

⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況

・研修の実施状況

毎年安全管理研修会を院内において実施し、管理者をはじめ、医療安全管理責任者、医薬品安全管

理責任者及び医療機器安全責任者が必ず毎年受講している。

また、令和３年度は管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全責任者

がそれぞれ日本医療機能評価機構主催の特定機能病院管理者研修に参加した。

（注）前年度の実績を記載すること

⑭医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改善

のために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況

・第三者による評価の受審状況

◆ISO9001

一般社団法人日本能率協会審査登録センター

登録日：2002 年 12 月 18 日

登録有効期限：2023 年 12 月 17 日

・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況

公表すべき事項は該当なし

・評価を踏まえ講じた措置

品質マネジメントシステムの継続的改善と有効性の確認

（注）記載時点の状況を記載すること



規則第７条の２の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準

管理者に必要な資質及び能力に関する基準

・ 基準の主な内容

徳島大学病院長選考委員会が策定した選考基準案に基づき、大学役員会の議を経て、選考基準

を決定し公表する。

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ）

・ 公表の方法 web上にて公表

規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況

前年度における管理者の選考の実施の有無 有・無

・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有・無 ）

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ）

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無 ）

・ 公表の方法 Web上にて公表

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由

氏名 所属 委員長

（○を付す）

選定理由 特別の関

係

河村 保彦 徳島大学 ○ 徳島大学病院長候補者選考委員

会規則第２条第１項第１号によ

り、学長が指名する理事として選

出された者

有・無

佐々木 卓也 徳島大学 徳島大学病院長候補者選考委員

会規則第２条第１項第１号によ

り、学長が指名する理事として選

出された者

有・無

赤池 雅史 徳島大学 徳島大学病院長候補者選考委員

会規則第２条第１項第２号によ

り、医学部長として選出された者

有・無

馬場 麻人 徳島大学 徳島大学病院長候補者選考委員

会規則第２条第１項第３号によ

り、歯学部長として選出された者

有・無

稲井 芳枝 徳島県看護協会 徳島大学病院長候補者選考委員

会規則第２条第１項第４号によ

り、学長が委嘱する学外の有識者

として選出された者（徳島県の医

療・保健・福祉について、豊富な

経験と高い識見を有している。）

有・無



齋藤 義郎 徳島県医師会 徳島大学病院長候補者選考委員

会規則第２条第１項第４号によ

り、学長が委嘱する学外の有識者

として選出された者（徳島県の医

療・保健・福祉について、豊富な

経験と高い識見を有している。）

有・無



規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の

設置及び運営状況

合議体の設置の有無 有・無

・合議体の主要な審議内容

本院の管理運営に関する重要事項を審議する。

・審議の概要の従業者への周知状況

審議の概要は、診療科連絡会において全部署のスタッフに周知が図られる。

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ）

・公表の方法 web上にて公表

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 有・無 ）

合議体の委員名簿

氏名 委員長

（○を付す）

職種 役職

香美 祥二 ○ 医師 病院長

金山 博臣 医師 副病院長（総務担当）

原田 雅史 医師 副病院長（診療担当）

湯本 浩通 歯科医師 副病院長（歯科担当）

髙木 康志 医師 副病院長（医療安全管理担当）

上田 美香 看護師 副病院長（看護担当）

安倍 正博 医師 病院長補佐（教育・研修・地域連携担当）

大藤 純 医師 病院長補佐（救急・災害担当）

川人 伸次 医師 病院長補佐（医歯連携担当）

三田村 佳典 医師 病院長補佐（ダイバーシティ・環境担当）

廣瀬 隼 医師 病院長補佐（病院情報担当）

西良 浩一 医師 病院長補佐（病院業務強化担当）

中尾 隆之 技師 病院長補佐（医療支援担当）

近藤 武 外部有識者 病院長補佐（経営担当）

脇元 直彦 事務 病院長補佐（事務担当）

松浦 哲也 医師 リハビリテーション部



上原 久典 医師 病理部

坂東 良美 医師 病理部

谷 憲治 医師 総合診療部

船木 真理 医師 糖尿病対策センター

加藤 剛志 医師 地域産婦人科診療部

板垣 大雅 医師 ＥＲ・災害医療診療部

酒井 陽子 医師 麻酔科診療部

早渕 康信 医師 地域小児科診療部

佐田 政隆 医師 内科（循環器内科）

西岡 安彦 医師 内科（呼吸器・膠原病内科）

高山 哲治 医師 内科（消化器内科）

脇野 修 医師 内科（腎臓内科）

遠藤 逸朗 医師 内科（内分泌・代謝内科）

和泉 唯信 医師 内科（脳神経内科）

秦 広樹 医師 外科（心臓血管外科）

後藤 正和 医師 外科（食道・乳腺甲状腺外科）

滝沢 宏光 医師 外科（呼吸器外科）

島田 光生 医師 外科（消化器・移植外科）

石橋 広樹 医師 外科（小児外科・小児内視鏡外科）

北村 嘉章 医師 感覚・皮膚・運動機能科（耳鼻咽喉科・頭頸部外科）

久保 宜明 医師 感覚・皮膚・運動機能科（皮膚科）

橋本 一郎 医師 感覚・皮膚・運動機能科（形成外科）

田中 克哉 医師 脳・神経・精神科（麻酔科）

沼田 周助 医師 脳・神経・精神科（精神科）

漆原 真樹 医師 小児・周産・女性科（小児科）

岩佐 武 医師 小児・周産・女性科（産科婦人科）

生島 仁史 医師 放射線治療科

保坂 啓一 歯科医師 歯科（むし歯科）

市川 哲雄 歯科医師 歯科（そしゃく科）

松香 芳三 歯科医師 歯科（かみ合わせ補綴科）

細木 秀彦 歯科医師 歯科（歯科放射線科）



田中 栄二 歯科医師 矯正歯科（矯正歯科）

岩﨑 智憲 歯科医師 小児歯科（小児歯科）

青田 桂子 歯科医師 歯科口腔外科（口腔内科）

宮本 洋二 歯科医師 歯科口腔外科（口腔外科）

池本 哲也 医師 安全管理部

東 桃代 医師 感染制御部

河野 文昭 歯科医師 総合歯科診療部

加地 剛 医師 周産母子センター

石澤 啓介 薬剤師 薬剤部長

阪上 浩 医師 栄養部長

竹谷 豊 栄養士 臨床食管理学

安井 敏之 医師 生殖・更年期医療学

日野出 大輔 歯科医師 口腔保健衛生学

松久 宗英 医師 糖尿病臨床・研究開発センター

岩田 貴 医師 卒後臨床研修センター



規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況

管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限

・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ）
・ 公表の方法 web上にて公表

・ 規程の主な内容
（徳島大学病院規則）

・病院長は、本院の業務を統轄し、職員を監督するとともに、教育研究、診療及び経営に

従事し、かつ、管理運営をつかさどる。

・病院長は、本院を代表し、その責任者となる。

（徳島大学病院院内組織に関する内規）

・各診療科に診療科長及び副診療科長を置く。

・診療科長は、当該診療科を担当する教授、准教授又は講師のうちから病院長が任命する。

・病院長は、前条の診療科長が次の各号のいずれかに該当する場合は、病院運営会議の議を

経て、診療科長を解任することができる。

(1) 心身の故障のため職務の遂行に堪えないと認められるとき。

(2) 職務上の義務違反があるとき。

(3) その他診療科長たるに適しないと認めるとき。

・ 管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割

・副病院長５名（総務、診療、歯科、医療安全管理、看護）

・副病院長は、病院長の命を受けて、特定の事項を担当する。

・病院長補佐９名（教育・研修・地域連携、救急・災害、医歯連携、ダイバーシティ・環境、

病院情報、病院業務強化、医療支援、経営、事務）
・病院長補佐は、病院長の職務を補佐する。

・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況
管理者向けの研修に参加させている。



規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する監査委員会に関する

状況

監査委員会の設置状況 有・無

・監査委員会の開催状況：年２回

・活動の主な内容：

次の事項を審議する。

1 病院の医療安全に係る業務遂行の状況に対する監査に関すること。

2 安全管理状況及び改善状況に関すること。

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ）

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ）

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ）

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ）

・公表の方法：徳島大学、徳島大学病院のホームページにて公表

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注）

氏名 所属 委員長

（○を付す）

選定理由 利害関係 委員の要件

該当状況

三宅 秀則 徳島市民病院･

病院長

◯ 医療に係る安全

管理に関する識

見を有するため

有・無 １

白川 剛 白川剛法律事

務所・弁護士

法律に関する識

見を有するため

有・無 １

上田 伊佐子 徳島文理大学

保健福祉学部

・教授

医療安全管理に

ついての知識を

有し、医療等の内

容及び説明並び

に同意文書が一

般的に理解でき

る内容であるか

等、医療を受ける

者の立場から意

見を述べること

ができる者（学識

経験を有する者）

有・無 ２

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。

1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）

3. その他



規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを

確保するための体制の整備に係る措置

管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況

・体制の整備状況及び活動内容

徳島大学監査室において、病院も含めた全学の業務方法書、規則等の整備状況及び実施状況、
中期計画に基づく組織及び制度全般の運営状況等について監査を行っている。

また、コンプライアンス事案を把握した場合は、国立大学法人徳島大学におけるコンプライ

アンスの推進に関する規則に基づき、調査を行う。

・ 専門部署の設置の有無（ 有・無 ）

・ 内部規程の整備の有無（ 有・無 ）

・ 内部規程の公表の有無（ 有・無 ）

・ 公表の方法 web上にて公表



規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る体制の整備に

係る措置

開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況

・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況

徳島大学経営協議会をもって充てることとし、病院長が委員として出席し、病院の経営に関す
る事項について審議を行うこととしている。

・ 会議体の実施状況（ 年８回 ）

・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有・無 ）（ 年８回 ）

・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ）

・ 公表の方法 web上にて公表

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称：

会議体の委員名簿

氏名 所属 委員長

（○を付す）

利害関係

有・無

有・無

有・無

有・無

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。



規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合

等の情報提供を受け付ける窓口の状況

窓口の状況

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ）

・通報件数（年０件）

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方

策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ 有・無 ）

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ）

・周知の方法 徳島大学のホームページにて周知、院内各部署に通知



(様式第 7)

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意）

1 果たしている役割に関する情報発信

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無

・情報発信の方法、内容等の概要

1）病院ホームページへの掲載

2）広報誌：①病院概要

②徳大病院だより“いきいきらいふ”年４回発行（5,000部×4回）

3)市民公開講座（徳島大学病院フォーラム）年１回開催

2 複数の診療科が連携して対応に当たる体制

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有・無

・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要

・がん診療連携センター

都道府県がん診療連携拠点病院の指定をうけ、複数の診療科と県内３ヶ所の地域がん診療連携

拠点病院および他の様々な医療機関と連携して、県内のがんの診断・治療の向上のみならず、が

ん医療の相談支援、情報提供、地域連携および均てん化を図る中心的な役割を果たしている。

本センターは、がん研究・研修部門、がん登録部門、がん診療連携・相談部門、がん診療企画

部門、がん化学療法部門、がん緩和・こころのケア部門の６つの部門から構成されている。医師、

看護師、薬剤師、技師、心理士、事務職員がそれぞれ高い志の下に連携し、最新の診断・治療機

器や高度な治療技術を駆使した横断的な医療の実践のみならず、看護、研究、啓発、情報発信、

人材育成まで含めた幅広い分野でがんと闘う組織を整備している。

・医科と歯科の連携

医科入院患者およびＩＣＵ患者、手術・放射線・化学療法前患者に対して口腔管理センター・

口腔内科が窓口となって口腔ケアを実施している。さらに特定の診療科（精神科神経科、心臓血

管外科、消化器・移植外科）に特化した口腔ケア体制を構築している。

・耳鼻科と歯科の連携

摂食・嚥下リハビリテーションを必要とする入院患者に対して、リハビリテーション部医師、

耳鼻咽喉科・頭頸部外科医師、歯科医師、言語聴覚士が連携し、カンファレンスを継続して実施

している。また、診断の際に必要となるＶＥ（嚥下内視鏡検査）の診断について、耳鼻咽喉科・

頭頸部外科と協力して実施している。

・形成外科と矯正歯科の連携

口蓋裂患者及び顎変形症患者のチーム診療を行うため、カンファレンスを定期的に実施し、口



蓋裂患者、顎変形症患者の、口腔外科及び矯正歯科と形成外科・美容外科間の診療ネットワーク

を構築している。


